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釜
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一
橋
論
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（
｝
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
一
一
七
1

　
～鹿
児
島
経
大
論
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（
鹿
児
島
経
済
大
学
経
済
学
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学
会
）
　
三
七
－
三

経
営
学
論
集
（
龍
谷
大
学
経
営
学
会
）
　
三
六
i

　
二
研
究
紀
要
（
京
都
橘
女
子
大
学
）
　
二
一
二

札
幌
大
学
総
合
論
叢
（
札
幌
大
学
）
　
二

女
子
短
期
大
学
部
紀
要
（
札
幌
大
学
）
　
二
八

眠
り
か
ら
覚
め
た
文
書
た
ち
・
斎
筥
跡
の
墨
書
土

　
器
（
企
画
展
図
録
・
斎
宮
歴
史
博
物
館
）

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
同
朋
大
学
）

　
一
六

『
史
林
扇
投
稿
規
定
補
足

　
本
号
よ
り
、

な
り
ま
し
た
。

の
場
合
に
は
、

キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
、

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

フ
ロ
ッ
ピ
ー
で
の
入
稿
が
可
能
と

つ
き
ま
し
て
は
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

フ
ロ
ッ
ピ
ー
（
ζ
ω
「
∪
○
ω
の
テ

　
　
機
種
明
記
の
こ
と
）
を
添
付

　
　
　
　
会
　
　
告

　
去
る
六
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史
学

研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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成
八
年
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決
箕
報
告

平
成
九
年
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予
算
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役
員
交
替

ω
常
務
理
事
　
成
田
孝
三
、
黒
馬
進
、
理
事

　
梅
原
郁
、
大
山
喬
平
、
高
橋
正
、
永
田
英

　
正
、
野
田
宣
雄
、
監
事
　
愛
宕
元
、
評
議

　
員
　
大
谷
敏
炎
の
諸
氏
の
退
任
。

ω
常
務
理
事
に
南
川
高
志
、
永
井
和
（
以
上

　
理
事
よ
り
）
、
監
事
に
前
川
和
也
（
理
事

　
よ
り
）
、
理
事
に
小
林
健
太
郎
、
西
山
良

　
平
（
評
議
員
よ
り
）
の
諸
氏
を
選
任
。

㈹
評
議
員
に
光
木
泰
雄
氏
を
選
任
。

ω
旧
常
務
理
事
　
成
田
玉
無
一
、
夫
馬
進
、
旧

　
監
事
　
愛
宕
元
の
諸
氏
は
理
事
に
復
帰
。

編
集
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八
○
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四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
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こ
の
た
び
、
初
め
て
編
集
担
当
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
い
ろ
い
ろ
手
間
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
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な
ん
と
か
予
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通
り
七
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発
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す
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め
ど
が

立
ち
、
ほ
っ
と
し
て
い
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と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
号

が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
梅
雨
も
明

け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
も
ま
た
0

1
5
7
が
流
行
り
そ
う
な
気
配
で
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
お
気
を
つ
け
て
、
こ
の
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。
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部
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科
学
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究
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助
金
研
究
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果
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促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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